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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月15日(2018.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局にキャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと
、
　前記報告されたチャネルフィードバックに応答して、前記キャリア上でのダウンリンク
送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを前記基地局から受信することと、
　前記基地局に前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラ
テジーのためのチャネル品質を報告することと、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上で前記基地局からダウンリンク送信を受信す
ることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいて、チャネルフ
ィードバック行列を決定すること
をさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネルフィードバックを前記報告することが、前記チャネルフィ
ードバック行列の少なくとも１つの構成要素を報告することを備える、
請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記プリコーディング行列が、前記非直交チャネルのためのデフォルトプリコーディン
グ行列を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　周波数領域相関、時間領域相関、またはそれらの組合せに従って、前記チャネルフィー
ドバック行列の前記少なくとも１つの構成要素のための報告される値を圧縮すること
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
と
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
と
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、少なくとも１つのシングルユーザ送信スト
ラテジーと、少なくとも１つのマルチユーザ送信ストラテジーとを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記方法は、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
すること、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つまたは複
数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備える、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーの各送信ストラテジーは、プリコーディング行列、
前記ＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つ
の他のＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第２のセット、前記各送信ス
トラテジーに関連する前記チャネル品質を達成するために干渉消去が適用されるかどうか
、またはそれらの組合せのいずれかを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信することと、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、
　前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットの各
々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を受信することと、
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　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
することと
を備える、方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットを
前記送ることは、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化すること、ここ
において、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテジーの
ための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられる、を
備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための単一の空間レイヤを
利用する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための複数の空間レイヤを
利用する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、直交である
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、非直交であ
る、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　送信電力が、前記第１の潜在的ＵＥグループのうちの前記少なくとも２つのＵＥ間で分
割される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、前記複数のＵＥの各ＵＥに関連す
る潜在的送信ストラテジーの１つまたは複数のセットを備える、請求項１２に記載の方法
。
【請求項２０】
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定することと、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールすることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
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分的に基づいて、チャネル状態が前記複数のＵＥのうちの少なくとも１つのＵＥについて
変化したと決定することと、
　前記少なくとも１つのＵＥからの更新されたチャネルフィードバックの報告をトリガす
ることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　基地局にキャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと
、
　前記報告されたチャネルフィードバックに応答して、前記キャリア上でのダウンリンク
送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを前記基地局から受信することと、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのため
のチャネル品質を報告することと、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上で前記基地局からダウンリンク送信を受信す
ることと
を行うように実行可能である、装置。
【請求項２３】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいてチャネルフィ
ードバック行列を決定することと、
　前記チャネルフィードバック中で前記チャネルフィードバック行列の少なくとも１つの
構成要素を報告することと
を行うように実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、請求項２２
に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のための前記チャネル品
質を推定することによって、または、前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１の
データ送信のための前記チャネル品質を推定することによって、前記第１の送信ストラテ
ジーのための前記チャネル品質を決定すること
を行うように実行可能である、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記命令は、前記プロセッサによって、、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
すること、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つまたは複
数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備える、
を行うように実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信することと、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、
　前記複数のＵＥのうちの前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前
記それぞれのセットの各々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を
受信することと、
　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
することと
を行うように実行可能である、装置。
【請求項２９】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化すること、ここ
において、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテジーの
ための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられる、
を行うように実行可能である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定することと、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールすることと
を行うように実行可能である、請求項２８に記載の装置。
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